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資料：重種馬・在来馬：(公社)日本馬事協会調べ
軽種馬（競走用馬）：「軽種馬統計」（ (公財)ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ｽﾀｯﾄﾞﾌﾞｯｸ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ (公社)日本軽種馬協会）
乗用馬：(公社)中央畜産会調べ（斜線はデータなし。平成26年は参考値）
平成23年以降の総飼養頭数：動物衛生課「家畜の飼養に係る衛生管理の状況等」
各項目を足し上げても総飼養頭数と一致しない。

○ 馬の総飼養頭数は、近年横ばい傾向で推移し、令和２年は約78千頭。
○ 重種馬の飼養頭数は、近年横ばい傾向で推移し、令和２年は約５千頭。
○ 軽種馬（競走用馬）の飼養頭数は、近年増加傾向で推移し、令和２年は約45千頭。
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（１）馬の総飼養頭数の推移
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重種馬の出生頭数の推移

（２）重種馬の飼養状況

２

ペルシュロン種
体高が170ｃｍ程度、体重
800～1,100kgの大型馬。

頭

○ 飼養頭数は、近年横ばい傾向で推移し、令和２年は約5千頭。
○ 重種馬の繁殖雌馬の飼養頭数は、近年横ばい傾向で推移し、令和２年は約２千頭弱。

ブルトン種
体高が160cm程度、体重
700～1,000kgの大型馬。
幅、後躯が充実。
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サラブレッド種
体高平均160～162cm
18世紀に競走用としてイギリスで

品種改良された軽種馬。乗馬目的
にも使用される。

（３）軽種馬（競走用馬）の飼養状況

○ 飼養頭数は、近年増加傾向で推移し、令和２年は約45千頭。〔約80％は日高地方で生産〕

○ 輸入頭数は、近年横ばい傾向で推移し、令和２年は291頭。

３
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乗用馬の出生頭数の推移

（４）乗用馬の飼養状況

○ 乗用馬の繁殖雌馬の飼養頭数は、横ばい傾向で推移し、令和２年は248頭。
○ 乗用馬の地域別出生頭数をみると、北海道（73％）及び岩手県(18％)で約９割を占める。
○ 輸入頭数は、近年横ばい傾向で推移し、令和２年は121頭。
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（５）日本在来馬の飼養状況
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○ 日本在来馬の飼養頭数は、近年横ばいないし微減傾向で推移。
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（６）登録頭数の推移

○ 重種馬
飼養頭数が近年横ばい傾向で推移していることから、登録頭数は横ばい傾向。

○ 軽種馬（競走用馬）
飼養頭数が近年増加傾向で推移していることから、登録頭数は増加傾向。

○ 乗用馬
繁殖雌馬の飼養頭数が横ばい傾向で推移していることから、登録頭数は横ばい傾向。

６



（７）馬肉関係

○ 馬肉の国内生産量は、と畜頭数の減少に伴い減少傾向で推移してきたが、近年横ばい傾向
で推移し、令和２年は約４千トン。

○ 馬肉の地域別生産量をみると、九州地方(54％)、東北地方(36％)で約９割を占める。
○ 馬肉の輸入は約５割がカナダ。

７

資料：農林水産省統計部「畜産物流通統計」
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（８） ＜重種馬＞種畜供給体制等について

○（独）家畜改良センター（十勝牧場）では、国内の畜産農家に広く利用して頂けるよう、優良
な種畜等（馬の生体や家畜人工授精用精液）の供給を実施。

○ 関係機関と連携し、飼養管理や繁殖等について技術提供等を実施。

（独）家畜改良センター
十勝牧場

【種畜等の供給】

（公社）日本馬事協会
【馬の登録機関】

馬の
種畜飼養者

馬の
種畜飼養者

種畜利用による馬の生産

馬の
種畜飼養者

大学等
【技術提供・人材育成】

馬の
利用者

肥育用ばんえい競馬用 馬事文化の継承（観光）

馬の
飼養者

団体等
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生産率と受胎率の推移

受胎率 生産率

○ 受胎率、生産率ともに各年で変動が激しい。また、流死産率は平成26年をピークに低下傾
向。

○ 繁殖成績の高位平準化を図るため、飼養管理技術や繁殖技術の習得のための研修を開催。

９

（参考）重種馬の繁殖成績の課題

受胎率

目標値（令和12年）：75％以上

生産率

目標値（令和12年） ：65％以上



・品種：サラブレッド、アラブ、アングロアラブなど

・主に競走に用いられる。

軽種馬

重種馬
・品種：ブルトン種、ペルシュロン種、日本輓系種など。

・主にばんえい競走、肥育（食肉）、祭事などに用いられる。

乗用馬

日本在来馬

（参考）馬の主な分類

１０

○ 品種をもとに、４つに分類。

・品種：あらゆる品種

・主に馬術競技や乗馬クラブなどにおいて用いられる。

・品種：８品種（北海道和種馬、木曽馬、野間馬、対州馬、御崎馬、トカラ馬、宮古馬、与那国馬）

・日本のそれぞれの地域で、農耕や荷物運搬などに用いられていた。
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